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X 線 非 弾 性 散 乱 （ R I X S ） は 物 質 の 素 励 起 を 調 べ る 有 用 な 測 定 手 法 で あ る 。

S P r i n g - 8  B L 1 2 X U  に 建 設 さ れ た 台 湾 ビ ー ム ラ イ ン は 、 主 に 入 射 光 の エ ネ ル ギ

ー 4 k e V ~ 2 0 k e V 、 エ ネ ル ギ ー 分 解 能 ∆E = 数 十 m e V ~ １ e V で 非 弾 性 X 線 散 乱 実

験 を 行 う た め に 建 設 さ れ た 。 現 在 で は 実 験 の セ ッ ト ア ッ プ の 異 な る 非 共 鳴 ･ 共 鳴

非 弾 性 X 線 散 乱 実 験 （ N R I X S , R I X S ） を 行 う 事 が 可 能 で あ る 。 本 講 演 で は 、 台

湾 ビ ー ム ラ イ ン の 現 状 を 最 近 の 研 究 成 果 と と も に 報 告 す る 予 定 で あ る 。  
R I X S は 、 そ の 遷 移 過 程 が 吸 収 ･ 発 光 と い う 二 次 の 光 学 過 程 で あ る 為 、 そ の

信 号 強 度 は 微 弱 で あ り 、 ま た エ ネ ル ギ ー 可 変 の 光 源 を 必 要 と す る 為 、 第 三 世 代

放 射 光 の 利 用 が 不 可 欠 で あ り 、 最 近 に な っ て 盛 ん に な っ て き た 分 光 法 で あ る 。

そ の た め 、 実 験 の 蓄 積 も 少 な く 、 実 験 で 観 測 さ れ る 素 励 起 の 起 源 な ど も 完 全 に

理 解 さ れ て い る と は 言 い 難 い の が 現 状 で あ る 。 こ の よ う な 状 況 か ら 、 我 々 は R I X S
で 観 測 さ れ る 素 励 起 の 起 源 に つ い て の 知 見 を 得 る こ と を 目 的 に 、 電 子 状 態 の

研 究 が 進 ん で い る 典 型 的 な 遷 移 金 属 酸 化 物 N i O 等 の 物 質 を 選 ん で 研 究 を 行

っ て き た 。  
N i O は K a o ら [ 3 ] に よ り 初 め て R I X S で 観 測 さ れ る N i O の 6 e V 付 近 の 構 造 は 電

荷 移 動 遷 移 （ C T 遷 移 ） に よ る も の と 同 定 さ れ た 物 質 で あ る 。 こ の と き K a o 等 は 、

他 の 実 験 か ら 得 ら れ る 電 荷 移 動 エ ネ ル ギ ー （∆ ~ 6 e V ） と 観 測 さ れ る 構 造 と の エ ネ

ル ギ ー 位 置 が ほ ぼ 等 し い こ と を 主 な 同 定 の 根 拠 と し て い た 。 我 々 は 、 こ の C T 遷 移

の 構 造 を よ り 詳 し く 実 験 的 に 検 証 す る た め N i O の ｋ 依 存 性 R I X S を 行 っ た 。

 

F i g . 1  N i O ( 111 ) の R I X S
実 験 結 果 。 構 造 ( a ) の d - d
遷 移 は 藤 森 ら に よ る 。 [ 1 ]



実 験 は 、 2 m の ロ ー ラ ン ド 円 配 置 上 に 試 料 、 曲 率 半 径 2 m に 湾 曲 し た S i ( 5 5 1 )
結 晶 、 検 出 器 を 配 置 し て 行 っ た 。 試 料 は 、 N i O の [ 1 0 0 ] ,  [ 1 1 0 ] ,  [ 1 1 1 ] の 単 結

晶 を 用 い た 。 F i g . 1 は 1 s → 4 p 吸 収 端 p e a k （ 8 3 5 1 e V ） で の N i O [ 1 1 1 ] 面 に お け る

R I X S ス ペ ク ト ル で あ る 。 ス ペ ク

ト ル は 、 主 に 0 ～ 4 e V の 小 さ な

構 造 （ ( a ) ） と 、 4 ～ 8 e V  

( ( b ) , ( c ) ) の 大 き な 構 造 に 分 け

ら れ る 。 ( a ) の 構 造 は K a o 等 の

R I X S 実 験 は 観 測 さ れ な か

っ た 新 し い 構 造 で あ る 。 こ の

構 造 は ｋ 依 存 性 を 示 さ ず 、 ま

た 、 そ の エ ネ ル ギ ー 位 置 が 光

学 吸 収 や 軟 X 線 共 鳴 非 弾 性

散 乱 な ど で 観 測 さ れ る 構

で

造 に

ぼ エ ネ ル ギ ー 位 置 が 等 し い

か ら d - d 遷 移 に よ る 構 造 で

の 構 造 が 約

る 構 造 の 分

） 、 ( b )
は 分 散 の あ る O 2 p バ ン ド に 起

因 す る 遷 移 で あ る こ と が 推 察

さ れ る 。 こ れ ら の 事 か ら 、 構 造

( b ) は 電 荷 移 動 ( C T ) 遷 移 と い

う K a o ら に よ る 同 定 の 実 験 的

確 証 を 得 る 事 が 出 来 た と 考 え

て い る 。 [ 1 ] [ 2 ]   
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ほ

事

あ る と 解 釈 で き る 。 次 に 、

F i g . 2 ( a ) に 4 ～ 8 e V に 観 測 さ

れ る 構 造 の k 依 存 性 の 実 験

結 果 を 示 す 。 ( b )
2 e V 程 分 散 し 、 ( c ) の 構 造 は

ほ と ん ど 分 散 を 示 さ な い 事 が

わ か る 。 観 測 さ れ

散 は 結 晶 の 周 期 性 を 反 映 し

て い る 事 か ら （ F i g . 2 ( b )

F i g . 2 ( a ) : N i O ( 111 )の R I X S の k 依 存

性 実 験 結 果 。  
( b ) :構 造 ( b )の ピ ー ク 位 置 の k 依 存 性

（ k = 1 , 2 , 3 は そ れ ぞ れ L ,Γ ’ , L’点 ）  


